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背景 –初期応答の検知-
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目的

・体内時計計測遺伝子マーカーの決定
 簡便化

・体内時計計測とストレス検知
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生育改善
高糖度化

1時点サンプリングによる
トマト体内時刻計測とストレス検知



対象区

高EC処理区

高EC処理

遺伝子マーカー候補を用いたストレス検知

時刻計測・ストレス検知が可能

3週目 4週目 5週目

推定制度の低下 高ECへの順応


